




指導教員の所見

ズム」、 「マ イルを走り、ラインを走る。船員は幸せになりながら、
その両方をこなすことができるのか？」、「バトゥ ー ミ国立海事アカ
デミ ーにおける気候変動意識と環境意識の分析」等であった。最先
端の研究について、予算や期間など実用性を問う鏃論を行き、各国
の海事の状況を知ることで、世界の海事の共通点や相違点を理解す
ることができ、多くの新たな知見を得ることができた。

【5 日目 10/20】
・ハー バーツア ー

フィンランドラウマの港をバスで巡回し、見学した。コンテナや船、
ガントリ ー クレーンなどに荷役やオペレーションの様子を学んだ。
印象深かったのは、廃船や金属くずを多く目にしたことである。ま
た、ラウマから輸出されている多くのバルクは、丸太をはじめとす
る木材であることが分かった。

・ラウマツアー

世界遺産のラウマ旧市街地を 見学した。フィンランドの西岸に位置
する小さな港町のラウマはフィンランドで最も古い港の一つであ
る。フランシスコ会修道院の内側の璧十字架教会と広場の前のタウ
ン ・ ホ ールは石造りだが、それ以外はほとんどカラブルな木造建築
で 600 軒ほどが立ち並んでいることが分かった。また。 1684 年の
大火事でほとんどが焼失したが、18 世紀～19世紀に中世の古地固
を元に町は再建された。ラウマ旧市街でもっとも狭い通りとされる
キトゥクランも訪ねた。

[6日目 10/21】
·IAMU の関係者との対談・食事

IAMU 常務理事の中澤さん、副理事長の森さんをはじめとした、
IAMU に所属する事務局の方々と対談・食事をした。 IAMU 学生力
ンファレンス実施後の報告や他国の学生と話した内容などを共有
し、海事について鏃論を行った。また、先方からはIAMUに所属す
ることとなったきっかけや現在の海事や IAMU の状況や問題点、今
後の課題、魅ヵなど、を伺い， 多くのことを学んだ。

田渕学生と中田学生が積極的にAGAの Opening Ceremony
IAMUS · Campus Tour • Harbor/Rauma Toµr · IAMU Debriefing 

に参加し、研究発表も無事に実施できた。。他学生と色んなコミュニ
ケーションができ、ネットワ ー キングも成功できた。良い神戸大学 
の代表になった。

指導教員名ル、1り1 1名
一
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で公表される場合があります。


